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【背景】

• 新型コロナウィルス感染症の流行により、病児
保育の利用者数の減少が著しいとの新聞記事を
見かける。

• しかし、乳幼児はコロナ以外の感染症にもかか
りやすく、感染症のある子どもの保育は保育所
が登園を認めていないため、病児保育の一定の
需要はあるはずである。

• 現在は、病児保育に関するネット検索を行う保
護者も多いと考えられる。そこで、新型コロナ
ウィルス感染症をはさんで、「病児保育」に関
する検索数がどう変化したかを解析した。



【資料および方法】

•検索数の解析は、Google Trends
（https://trends.google.co.jp/trends/explo
re?date=today%205-
y&geo=JP&q=%E7%97%85%E5%85%90%E4%BF%9D%E8%

82%B2&hl=ja）を活用した。

•そして、2018年3月18日から2023年3
月16日までの「病児保育」をキー
ワードとした検索数を解析した。



Google Trends



【結果】

•学校等の休校が実施された2020年3
月以降、検索数の減少がみられたが、
2021年7月には検索数は新型コロナ
感染症流行前まで改善した。

•その後、2021年および2022年は流行
前に3分の2程度の検索数であった。



【結果】週ごとの検索数の推移
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【結果】地方ごとの検索数

01北海道 21

02東北 103

03関東 236

04中部 400

05近畿 186

06中国 257

07四国 187

08九州沖縄 305



【結論】

•新型コロナウィルス感染症の流行前
までは検索数は回復していない。

•しかし、流行初期の2020年と比較し
ては完全ではないものの検索数の回
復がみられた。


